
令和２年度（２０２０年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 科目（単位数） コミュニケーション英語Ⅰ(3) 学年 1 類型 全クラス

学習
目標

期間 自己評価

年度初～
取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

～期末考査
取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期期末
～２学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期期末
～３学期
学年末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

３学期
学年末考査
 ～年度末

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

外国語

１ 基本的な語彙等を理解、習得し、英語を理解し自己表現する力を身につける。
２ 様々な文法事項を理解し、まとまりのある英文を正確に読み取ることができる。

①過去完了形、使役動詞+O+動詞の原形について
理解する。
②前置詞＋関係代名詞、関係副詞について理解す
る。

①関係代名詞、S+V(+O)+疑問詞節について理解する。
②seemの用法、現在完了進行形について理解する。
③It～thatの形式主語構文、知覚動詞+O+動詞の原形/現在分
詞について理解する。
④本文の内容に関して、レポートを書く。

①基本時制について理解する。
②英文を読み、情報や考えを理解したり、その背
景にある文化などを理解する。

①動名詞、不定詞について学習する。
②分詞の後置修飾、現在完了について理解する。
③英語で自己紹介し、本文の内容に関して他者と
意見交換する。

単元（学習内容）

(4組以外)Wonder land 1
Unit 1・Unit 2
(4組)Wonderland 2 Unit 1～
Unit 4

Lesson 1 What Can Blood
Type Tell Us?
Lesson 2 Curry Travels around
the World

Lesson 3 School Uniforms
Lesson 4 Gorillas and Humans
Lesson 5 "gr8" or great?

学習の到達目標

Lesson 6 Biodiesel Adventure
Lesson 7 Eco-tour on
Yakushima

評価方法

教科書( Revised LANDMARK English Communication Ⅰ)
副教材(Listening Reading ①、Wonderland 1・2)

①単語・熟語のテスト、動詞の活用の確認などで語彙力を徹底して鍛える。
②定期考査において、読解の基礎力、思考力をはかる。
③単文、段落単位での暗唱を行う。

①関係代名詞の非制限用法、仮定法過去完了につ
いて理解する。
②自分が登場人物であったらどのような行動をす
るかについて自分の意見を書き、発表する。

Lesson 8 Mariko Nagai, Super
Interpreter
Lesson 9 Space Elevator

Lesson 10 Friendship over
Time

①関係代名詞what、分詞構文について理解する。
②仮定法過去、倍数比較表現について理解する。

学習方法
①語彙力の増強と定着を図る。
②英文読解の基礎技術を学び、多岐にわたる話題を読むことで教養を高める。
③既習事項を自己表現の場で活用できるようになる。

使用教材
（教科書・副教材）



令和２年度（２０２０年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 科目（単位数） 英語表現Ⅰ(2) 学年 1 類型 全クラス

学習
目標

期間 自己評価

年度初～
取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

～期末考査
取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期期末
～２学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期期末
～３学期
学年末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

３学期
学年末考査
 ～年度末

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

外国語

１ 基本的な文法事項を理解し、習得する。
２ 習得した文法事項を活用し、様々なテーマに関して正しく自己表現できる。

単元（学習内容） 学習の到達目標

Lesson 1 現在形を使う
Lesson 2 過去形や未来を表す
表現を使う

基本時制の用法を理解し、適切な時制、進行形で
表現できる。

Lesson 3 現在完了を使う
Lesson 4 過去完了形や未来完了形を使う
Lesson 5 助動詞を使う①
Lesson 6 助動詞を使う②
Lesson 7 助動詞を使う③

①完了形の用法を理解し、適切に使い分けて事実
や自身の気持ちを示すことができる。
②助動詞のそれぞれの意味や用法を理解し、適切
に使い分けて、自身の気持ちや判断を示すことが
できる。

Lesson 8 受動態を使う
Lesson 9 動詞に2つの要素を続ける
Lesson 10 不定詞を使う①
Lesson 11 不定詞を使う②
Lesson 12 不定詞を使う③

①受動態の様々な文の作り方を理解する。
②不定詞のそれぞれの意味や用法を理解し、意味
上の主語S+Vを含む文を作ることができる。

Lesson 13 動名詞を使う
Lesson 14  不定詞と動名詞を使い
分ける
Lesson 15 分詞を使う①
Lesson 16 分詞を使う②

①動名詞の様々な用法を理解し、多様な文を作る
ことができる。
②名詞を修飾する用法、補語になる用法や分詞構
文を理解し、それを用いて自己表現できる。

学習方法
①語彙力の増強と定着を図る。
②英作文の基礎技術を学び、多岐にわたる話題を英文で表現する。
③既習事項を自己表現の場で活用できるようにする。

評価方法
①単語・熟語のテスト、動詞の活用の確認などで語彙力を徹底して鍛える。
②定期考査において、文法の基礎力、英作文能力、思考力をはかる。
③単文、段落単位での暗唱を行う。

Lesson 17 関係詞を使う①
Lesson 18 関係詞を使う②
Lesson 19 関係詞を使う③
Lesson 20 比較する①
Lesson 21 比較する②

①関係詞を用いる文を理解し、自己表現できる。
②比較の様々な用法を理解し、多様な文を作るこ
とができる。

Lesson 22 仮定法を使う①
Lesson 23 仮定法を使う②
Lesson 24 文をつなぐ①
Lesson 25 文をつなぐ②

①仮定法過去、仮定法過去完了を理解し、事実と
違うこと実際には起こりえないことを述べること
ができる。
②接続詞の用法を理解し、適切に使用して自己表
現できる。

使用教材
（教科書・副教材）

教科書( be English Expresson Ⅰ Standard)
副教材(総合英語be 、HyperListening)



令和２年度（２０２０年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 科目（単位数） コミュニケーション英語Ⅱ（文系４，理系３） 学年 2 類型 文理共通

学習
目標

期間 自己評価

６月～期末
考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期期末
～２学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期期末
～３学期
学年末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

３学期
学年末考査
 ～年度末

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

外国語

１．基本的な単語とイディオムを習得し、英語を理解・発信する能力を身に付ける。
２．英語の論理や構成に着目し、英語を適切に理解・発信する能力を身に付ける。

単元（学習内容） 学習の到達目標

Lesson 6 Gaudi and His
Messenger
Lesson 7 Letters from a
Battlefield

①分詞構文、複合関係詞、動名詞の意味上の主語
を理解する。
②硫黄島の戦いについて理解する。

現代を見るUnit 1∼8

①まとまった量の英文を読み、その内容を理解す
る。
②それぞれの英文に出てきた文法項目を理解す
る。

Lesson 8 Edo:A Sustainable
Society
Lesson 9 AI and Our Future

①前置詞＋関係代名詞、仮定法について理解す
る。
②ＡＩとは何かを理解する。

Lesson 10 Bhutan:A Happy
Country
Reading The Fall of Freddie
the Leaf

①強調構文、部分否定について理解する。
②フレディの過ごした日々の様子を理解する。

学習方法

①単語や熟語のような基本的語彙と、基本的文法事項を授業を通じて習得する。
②語彙や文法を基に、英文を文単位、段落単位、文章単位で読む訓練をする。
③様々なトピックに関して、その時々で自分の意見を持つ。
④習得した英語を、自己表現のために活用する訓練をする。

評価方法
①授業内で単語のテストを実施し、語彙力の定着を確認する。
②定期考査を実施し、語彙力や文法内容の定着、英語を読み解く力を確認する。
③スピーキングテストを実施し、英語での自己表現能力を確認する。

Neo  現代を探るAdvanced 20講
①様々なテーマの英文を読んで理解する。
②それぞれの英文に出てきた文法項目を理解する。

使用教材
（教科書・副教材）

教科書（LANDMARK FIT English CommunicationII）
副教材（Neo 現代を見る）



令和２年度（２０２０年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 科目（単位数） 英語表現Ⅱ（文系３、理系２） 学年 2 類型 文理共通

学習
目標

期間 自己評価

６月～１学
期期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期期末
～２学期中
間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期期末
～３学期
学年末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

３学期
学年末考査
 ～年度末

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

外国語

１．基本的な文法事項に基づき、応用的な文法内容を習得する。
２．事実や意見などを多様な観点から考察し、論理的に表現する能力を身に付ける。

単元（学習内容） 学習の到達目標

Lesson1 時の表し方
Lesson2  動詞と文の構造
Lesson3  助動詞

①動詞の時制について学んで理解する。
②動詞と文の構造について学んで理解する。
③助動詞について学んで理解する。

Lesson 4  名詞と限定詞
Lesson5  代名詞
Lesson6  名詞句と名詞節

①名詞の種類や数や量の表し方について学び理解
する。
②人称代名詞、指示代名詞、不定代名詞を学んで
理解する。
③名詞の働きをする句や節を学んで理解する。

Lesson7  形容詞
Lesson8  形容詞句
Lesson9  形容詞節

①形容詞の働きや分詞の形容詞用法について学んで理解する。
②様々な表現を使った形容詞句について学んで理解する。
③名詞に説明を加える形容詞節について学んで理解する。

Lesson10  副詞
Lesson11  副詞句

①副詞の働きについて学んで理解する。
②副詞句について学んで理解する。

学習方法
①既習の基本的文法事項に基づいた応用的内容を、授業を通じて習得する。
②様々なトピックに関して、その時々で自分の意見を持つ。
③英語での簡単な自己表現をする訓練をする。

評価方法
①授業内で小テストを実施し、文法の理解力を確認する。
②定期考査を実施し、文法内容の定着を確認する。
③定期考査を実施し、英語での自己表現能力を確認する。

Lesson12  副詞節
Lesson13  比較

①様々な意味を表す副詞節について学んで理解す
る。
②形容詞や副詞を使った比較について学んで理解
する。

使用教材
（教科書・副教材）

教科書（be English ExpressionⅡ）
副教材（Scramble 英文法・語法）



令和２年度（２０２０年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 科目（単位数） コミュニケーション英語Ⅲ(4) 学年 3 類型 文理共通

学習
目標

期間 自己評価

年度初～
１学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期期末
～２学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期期末
～年度末

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

外国語

1.  英語の論理や構成に着目し、英語を適切に理解・発信する能力を身につける。
2. まとまった量の英文を読み、内容を適切に把握することができる。

①英語の早口言葉を理解することができる。
②新聞記事の構成を理解し、概要や要点をとらえるこ
とができる。

①対比の表現を活用できる。
②譲歩の表現を活用できる。
③本文を読んで、必要な情報を拾い読みすることがで
きる。
④文章全体の構成・各パラグラフの役割を把握しなが
ら、英文を読むことができる。

①駅弁の歴史について文章を読み、正しく理解でき
る。
②本文全体の構成・各パラグラフが果たす役割を理解
できる。
④追加・列挙を表す表現を活用できる。
④例示のを表す表現を活用できる。

①討論でよく使う表現を討論の中で適切に使うことが
できる。
②時間的順序を表す表現を使って、本文内容を簡潔に
まとめて話す/書くことができる。
③ウェブサイト形式の文章を理解し、必要な情報を読
み取ることができる。

単元（学習内容）

Lesson 1(The History of Ekiben)
Lesson 2(Three tips for maintaining a
conversation)
Lesson 3(Do you judge people by
their boold type?)

Lesson 4(My opinion of zoos)
Lesson 5(The 55-year race)
Lesson 6(After the flowers)
Lesson 7(Online word-of-mouth)

Lesson 8(Kintsugi)
Lesson 9(Alfred Nobel)
Lesson 10(Art on Display)
Lesson 11(Keys to Winning)

学習の到達目標

Lesson 12(She sells seashells by the
seashore)
Lesson 13(A new orchestra and a new
harmony)
Lesson 14(Swimwear for speed)

評価方法

教科書（Big Dipper English CommunicationⅢ）

①授業内で単語のテストを実施し、語彙力の定着を確認する。
②定期考査を実施し、語彙力や文法内容の定着、英語を読み解く力を確認する。
③暗唱テストを実施し、英語を書く力を確認する。

Lesson 15(The immortal jellyfish)
Lesson 16(Antarctica by cruise ship)

①多細胞生物について読み、理解することができる。
②自分が必要とする情報を、本文からスキャニングす
ることができる。

学習方法

①単語や熟語のような基本的語彙と、基本的文法事項を授業を通じて習得する。
②語彙や文法をもとに、英文を文単位、段落単位、文章単位で読む訓練をする。
③様々なトピックに関してその時々で自分の意見を持つ。
④習得した英語を、自己表現のために活用する訓練をする。

使用教材
（教科書・副教材）



令和２年度（２０２０年度） 熊本県立人吉高等学校 全日制 シラバス

教科 科目（単位数） 英語表現Ⅱ(文Ⅰ3  文Ⅱ理系 2) 学年 3 類型 文理共通

学習
目標

期間 自己評価

年度初～
１学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

１学期期末
～２学期
 中間考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期中間
～期末考査

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

２学期期末
～年度末

取組    A B C D
理解    A B C D
関心    A B C D

評価方法

教科書（DOUALSCOPE English ExpressionⅡ）
副教材（UNITE stage 4、Vintage）

①授業内で小テストを実施し、文法の理解力を確認する。
②定期考査を実施し、文法内容の定着を確認する。
③定期考査を実施し、英語での自己表現能力を確認する。

Unit 33（ディスカッション）
Unit 34（ディベート）

①ディスカッションにおいて、互いの意見を尊重
しながら自分の意見を述べることができる。
②ディベートにおいて、肯定側と否定側のそれぞ
れの立場に即して主張を述べることができる。

学習方法
①既習の基本的文法事項に基づいた応用的内容を、授業を通じて習得する。
②様々なトピックに関して、その時々で自分の意見を持つ。
③英語での簡単な自己表現をする訓練をする。

使用教材
（教科書・副教材）

外国語

１．基本的な文法事項に基づき、応用的な文法内容を習得する。
２．事実や意見などを多様な観点から考察し、論理的に表現する能力を身につける。

①英語で問題を提起する際の、典型的な論理展開のパ
ターンを理解して活用できる。
②是非を論じるのに適した論理展開を用いて書いたり
話したりできる。
③プレゼンテーションにおいて、情報や意見、提案な
どをわかりやすく提示して説明できる。

①原因と結果のつなぎ表現を用いた文章を読んだり話
したりできる。
②英語の文章が複数のパラグラフで構成され、それぞ
れに役割があることを理解できる。
③英語で企画を提案する際の、典型的な論理展開のパ
ターンを理解して活用できる。

①パラグラフの構成、つなぎ表現の知識を正
しく活用し、書いたり話したりできる。
②列挙・時間的順序のつなぎ表現を適切に用
いて書いたり話したりできる。

①追加・言い換えのつなぎ表現を適切に用いて書いた
り話したりできる。
②比較・対照のつなぎ表現を用いて書いたり話したり
できる。
③例示のつなぎ表現を適切に用いて書いたり話したり
できる。

単元（学習内容）

Unit 22 (パラグラフの構成・つ
なぎ表現）
Unit 23（列挙・時間的順序）

Unit 24（追加・言い換え）
Unit 25（比較・対照）
Unit 26（例示）

Unit 27（原因と結果）
Unit 28（事物の紹介）
Unit 29（企画の提案）

学習の到達目標

Unit 30（問題の提起）
Unit 31（是非を論じる）
Unit 32（プレゼンテーション）


